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■議事録 
 
 

2016年第 1回 役員会 

2016年 4月 12日 

テレビ会議 

ブラジル 9時、ポルトガル･ナイジェリア 13時 

スペイン･オランダ 14時、日本 21時 

開始 

 

1. 歓迎 

ショルティス博士は出席の役員を歓迎し、実り多い会議となるよう挨拶した。  

 

2. 出席者の確認と欠席のお詫び 

ショルティス博士は、次の役員より欠席のお詫びがあったことを報告した。 

 マルタ・サンチョ氏 – CALIBA 

 ギブ・マケンティ氏 – CCIL 

 ヤン・ソレス氏 – GEOS 

 

アルバロ･シルバ･リベイロ博士とヤン・ソレス氏からはメールがあり、同時

刻に別の会議が重なっているが、そちらが終われば本会議に参加したいとの

ことであった。 

 

3. アジェンダの承認   資料 A 

ショルティス博士は、本会議のアジェンダは、事務局より配信済みであり、

同時に次の議事録も送っていると述べた。これら文書への修正意見の有無を

一同へ確認した。 

3.1. 議事録の確認と承認 

3.2. 2015 年 9 月 16 日ブエノスアイレス開催、2015 年第 2 回役員会

資料 B 

3.3. 2015 年 9 月 17 日ブエノスアイレス開催、第 26 回総会資料 C 

3.4. 2016 年 3 月 29 日、1月 26 日開催、幹部会資料 D・E 

 

ブエノスアイレス総会議事録は確認のため配布されたが、正式には次回 2017

年総会にて承認される予定であるとのこと。 

会長は上記議事録を一つ一つ出席者へ確認し、修正等意見はないか確認した。 
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意見は特になく、アジェンダと議事録は承認された。  

 

3.5. 議事録に係る懸案事項（アジェンダ外） 

フェルナンデス氏は、ブエノスアイレス会議からの懸案事項２件を挙

げた。: 

 インターネットバンキング申込: 

フェルナンデス氏は、申込書、提出書類は銀行へ提出済みで、

先方の回答待ちであることを報告した。 

 

 非協会会員代表を 1 名から 2 名に変更するための規約改訂に
ついて：  

規約条項 5.6には、「条項 5.6役員会は、協会会員から最低 1

名と、正会員の代表１名で構成される」とある個所について、

役員からの改訂案で「条項 5.6 役員会は、協会会員から最低
1名と、正会員の代表 2名で構成される」とする。 

 

フェルナンデス氏は、これについてはブエノスアイレス総会

で改訂が承認されたことであると確認した。  

 

   

4. 財務報告  

4.1. 2015年損益計算書、貸借対照表 資料 F・G 

松村博士は、財務諸表は事前に事務局から受け取り、内容を確認、承認済

みであることを報告した。  

ショルティス博士はフェルナンデス博士へ簡単な内容説明を促し、次の通

り報告された。 

 

1. 2015年収支は 350ユーロの赤字で、内訳は次の通り: 

 予算に対し、支出は 3,500ユーロ減 

 予算に対し、収入は 4,600ユーロ減。内訳は次の通り: 

o –ILP収入減: 1.350 € 

o - 広報・スポンサー料・ワークショップ収入減: 

3.000 € （役員会・ワークショップ支出として予算

を立てていたワークショップ LABMEETING の収入は、

実に、1635 €あった） 

o –未償還が確認され、銀行利息減:200 € 
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2.  2015年 12 月 31 日現在 貸借対照表の報告は次の通り: 

2015 年末現在で、UILI は  

o 銀行口座の残高が約 63.200 €  

o 純資産 60.654 € 

  

ショルティス博士は口座について質問がないか一同へ確認したが、特

になかった。かれは財務担当とフェルナンデス博士に報告のお礼と、

今年度の UILIの黒字転換への期待を述べた。 

 

4.2. 債券再投資  

ショルティス博士は松村博士へ、資産が補償される方法はないか聞い

た。 

松村博士は、自身はヨーロッパの投資環境に詳しくないことを説明し、

他の参加者へ状況を聞いた。 

ショルティス博士は、ヨーロッパの投資環境は大変悪い状況であると

答えた。 

松村博士は、利息 10 ユーロを容易に得られるアジアの国はあるが、

常にユーロへの換算リスクがあると述べた。 

ショルティス博士は、現時点では、資産は現金で持ち、会員にはリス

クの無い提案を求めることが最善の方法ではないかと述べた。出席者

はこれに合意し、結果、次回会議までは投資を行わないこととなった。 

 

5. インド・ニューデリー開催予定の 2016 年第 2 回役員会に向けての準備 

5.1. 2016年 10月 27日、28日のプログラム素案.  資料 H 

5.2. LabMeeting 2016 – ステークホルダーとの交流 (ILAC/IAF) 

ショルティス博士は、プログラム素案は作成されたが、ILAC インド側主

催者から ILAC プログラムと開催場（ホテル）に係る連絡待ちであること

を報告した。 

また、LABMEETING のプログラムはまだ確定されておらず、ILAC/IAF ス

テークホルダーとの交流行事に魅力的なトピックを考えなければならない

ことを述べた。 

フェルナンデス氏は ILAC 担当者へ何度も問合せ、ILAC 行事のプログラム

の確認をしたが、まだ用意ができていないとの回答であったとのこと。彼

女はまた、会場となるホテルについても問い合わせたが、得られた情報は

およその宿泊料金だけで、それは追って役員へ配信すると述べた。 

アデコ氏は、ILACへ招待状を作成することを提案した。 



 

 6 

マナヘン･フェルナンデス博士は、個人的な意見として、ワークショップ

での講演は 2-3 名以内、との考えていると述べた。例えば、テーマ案とし

て、ショルティス博士から「世界の試験所業界における UILI の役割」、

ホセ・ルイス・サンチェス博士から「地域試験所協会」、アルバロ･シル

バ博士「EUROLAB と UILI との関係」… 

アデコ氏は、会員勧誘もテーマに挙げることを提案した。 

アルフレド･モンテス氏は、現時点で、どの ILAC セッションに UILI 会員

が参加するのか提案はあるのか確認された。 

また、ショルティス博士は、ILAC 会議の基調講演に UILI から演者を出す

ことを提案した。その講演は万全の準備で臨む必要がある。 

アルフレド氏は、自身は…に出席することと述べた。 

松村博士は、インド査証の準備を始める必要があると述べた。また、会議

開催時のインドは、高温多湿であるとのこと。更には、フェルナンデス氏

に対し、来月ニューデリーへ行く予定なので、会議運営で手伝えることが

あれば連絡をするよう伝えた。 

 

6. 会員勧誘活動 

フェルナンデス氏は、会長、事務局長、その他役員とともに協会への会員

勧誘活動を積極的に行っている。 

6.1. UILI広報活動 

フェルナンデス氏は、会員勧誘活動の次の段階は、入会の案内と申込

書を、これまでに連絡先を収集した世界の試験所・試験所協会へ一斉

配信であると述べた。入会案内には、UILI 案内パンフレットと入会申

込書が含まれる。 

6.2. パンフレット類、文書様式の改訂 

フェルナンデス氏は、パンフレット、申込文書類は更新され、会長・

事務局長の承認済みであることを報告した。 

6.3. 試験所協会のリスト 

フェルナンデス氏は会長とナディーン・ボーマン氏が UILI ウェブ上

に世界各国の試験協会と試験所のリストを作成したことを報告した。 

6.4. 175のインド試験所のリスト 

フェルナンデス氏は、10 月の LABMEETING への出席者確保のため、

インド試験所のリスト作成中であることを報告した。 

6.5. AOIL – インドの試験所協会 

フェルナンデス氏は、AOIL内何名かに、10月の UILIニューデリー会

議について連絡済であることを報告した。また、シルバ博士からイン

ドの知り合いの連絡先を何件か紹介され、会議運営に役立っていると

のこと。更には、松村博士が、LABMEETING の運営に協力してもら
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えるよう、知り合いのインド試験所へ連絡をとっていることを報告し

た。 

6.6. 国家試験所協会 NLA南アフリカ  

フェルナンデス氏は、アデコ氏が、南アフリカの試験所へ、入会関係

資料を配信し、積極的に勧誘活動に協力していることを報告した。 

6.7. 南アメリカ: 

フェルナンデス氏は、アルフレド･モンテス･ニノ博士とマナヘン・フ

ェルナンデス博士が、南アメリカ（ブラジルとコロンビア）の協会探

しを行っていることを報告した。フェルナンデス博士はコロンビアの

ある協会の責任者と何回か Skype 通話を行い、先方の回答を待って

いる状況とのこと。 

アルフレド氏はブラジルに 3 つ：毒性分析、環境分析、薬剤分析試験

所の協会をみつけたことを報告した。現在、食品・農業試験所の協会

設立を検討中で、UILI の協力の可能性を模索しているとのこと。上記

3 協会に対し、ポルトガルで開催のイベント上で会長代理として UILI

入会を促す講演を行いたいため、事務局へ講演資料の作成を依頼した。

講演資料はポルトガル語でなければならず、自身で翻訳は行うが、翻

訳のチェックが必要とのこと。 

マナヘン･フェルナンデス博士は、これにはアルバロ博士が適任であ

り、前にも申し出たことがあると述べた。 

ショルティス博士は、アルフレド氏と、フェルナンデス博士に本件へ

の協力に感謝を述べた。 

  

 

7. ILP 委員会 2016-2017ILP 経過報告 

松村博士より、良い知らせで、第 10 回 ILP に JECMA は 140 試験所の参加

者を集められたと報告した。現在、試料の安定性、均一性試験を行ってお

り、4月末には配布可能とのこと。 

ショルティス博士は、CALIBA と RELACRE から参加要領がまだ出されてい

ないことを加えた。  

フェルナンデス氏から、現時点での各 ILP の申込数が報告された。: 

 

 2016 （累積合計：25 ） 

o 10th – 7   

o 11th – 9 

o 12th – 1 

o 13th – 7 
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 2017 （累積合計： 13） 

o 14th – 4   

o 15th – 3 

o 16th – 0 

o 17th – 6 

 

アデコ氏は、JEMCA ILP は試料の準備ができ次第、他のプロバイダーを待

たずに配布を始めるべきと述べた。  

 

フェルナンデス氏は松村博士へ、試料は協会へ送られるのか、参加試験所

へ直接送られるのかを確認した。 

 

アデコ氏は、協会に届いた試料を地域毎に再配布すると参加試験所へ届け

られる時期が遅くなることを指摘した。 

 

松村博士は、試料は協会へ送付したいと答えた。各試験所への直接配送は

大変な費用がかかるもので、試料１件の輸送費は、国内での試料５件分の

輸送費に当たり、よって各国協会が試料をまとめて受け取り、国内の参加

者へ再配送する方式をとりたい考えであることが説明された。 

 

アデコ氏はこれに同意し、試料は IPAN が受け取り、各試験所へ再配布す

ることを確認した。  

 

ショルティス博士は、将来的に、ヨーロッパ内に試料配送拠点を設けるこ

とを提案した。 

 

 

8. 加入団体活動、ワーキンググループ活動報告 

8.1. ILAC – LLC WG  

 ISO/CASCO - ISO 17025 WG 報告 資料 I 

アデコ氏は次回 WG 会議を 4 月 29 日に予定していたが、WG44 への

UILI 代表であるマケンティ氏の予定が合わなかったため、事務局か

らマケンティ氏へ連絡をとり、日程を再調整している状況であること

が説明された。 
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アデコ氏は、サンプリングについては、前回 WG44 で、試験所活動に

サンプリング問題を含むよう再定義する決議が下されたことを報告し

た。 

 

ショルティス博士は、前回 WG44 でマケンティ氏は UILI と EUROLAB の

間で決めたものとは異なる立場をとったため、UILI の代表参加とし

て良い例とは言えないと感じたことを述べた。  

アデコ氏は、9 月開催の次回 WG44 に八十島博士が出席予定であるこ

とを報告した。 

それに対し、松村博士は、八十島博士は育児休業取得予定で会議には

出席できないため、JEMCA から他の者を参加させるのに人選中であ

ると述べた。 

アデコ氏は、ISOの窓口にフェルナンデス氏を推薦した。 

 

 EUROLAB -  UILI-EUROLAB WG 報告 

ショルティス博士はフェルナンデス博士へ、次回会議に出席可能かを

確認した。  

フェルナンデス博士はサンチェス氏へ会議開催の詳細を確認後に自身

の出欠を連絡することを伝えた。.  

 

 ISO/REMCO   

ショルティス博士は、UILI と ISO REMCO 間のリエゾン会員資格取得

は大変良いニュースで、委員会へはアルフレド氏が UILI を代表して

出席することと、次回会議はロシアで開催されることを報告した。 

松村博士は、JEMCA は、5 月には REMCO 対策委員会を設置し、

REMCO ロシア・エカテリンブルグ会議へ出席者を出す予定だが、日

本人はロシア査証を取得するのが難しいと述べた。 

アルフレド博士は、自身はアルゼンチン国籍をもっており、査証は必

要ないと述べた。 

フェルナンデス氏は、REMCO 事務局から 4 月末までに年次報告の提

出を求められていることを報告した。文書では彼女では対応できない

ような技術的な内容が要求されているとのこと。資料 J 

ショルティス博士は松村博士へ、本依頼文書を確認、対応を依頼した。 

松村博士は提出文書の確認を承諾、関係標準のファイルを送り事務局

を助けることを承知した。 

アルフレド氏は、UILI が独自の標準物質(reference material)をもって

いることを始めて知った。技能試験に係る標準(standard)は標準物質

の製造とは異なる考えであることを述べた。 
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これに対しショルティス博士は、異なる UILI-ILP プロバイダーが作

成した試料（sample）は、測定された時点で、標準物質（reference 

materials）の扱いになることを説明した。  

 

9. 今後の会議予定 

ショルティス博士はフェルナンデス氏に対し、次の情報を役員へ配信し、

また、UILI ウェブサイトへ掲載することを依頼した。  

 

 2016年第 2回 - 2016年 10月 27日、28日 

 2017年第 1回 – 2017年 4月 11日- skype 

 2017年第 2回 – 2017年 9月 21日 

 

10. その他（会長承認） 

松村博士は、ニューデリーは気候が大変高温多湿のため、WG 会議も、本

会議同様、同じホテル内で開催することを勧めると述べた。 

 

11. 閉会 

 

ショルティス博士は役員へ出席へのお礼を述べた。 

 

結論と作業計画: 

 

1. ニューデリー役員会 作業: 事務局 

 引き続き、ILAC とインド主催者へプログラムについて問い合わせる 

 会員へホテル料金とフライト・査証情報を通知する  

 シルバ博士・松村博士から提供された、現地試験所関係者のリストを

送る  

 

1. LABMEETING: ILAC ステークホルダー交流会:  作業:役員 

 プログラムへの意見を提出: 講演テーマ、演者 

 アデコ氏が、ILAC への招待状を作成する  

 

 

2. UILI 広報活動      作業:  

 各国試験所協会に宛てた入会案内を作成、配信する (事務局) 
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 南アフリカからの新規入会を狙って UILI 勧誘書類を配信する (アデコ

氏、事務局) 

 引き続きコロンビアの協会と連絡をとる (フェルナンデス博士) 

 ブラジル協会の UILI 加入を目的とした UILI 会長による講演資料をポ

ルトガル語で用意する。 (事務局、アルフレド･モンテス･ニノ博士)  

 

3. ILP      作業: 

 JEMCA: 第 10 回 ILP の試料のナイジェリア分について試験所個別に送

付する代わりに、4月末に IPAN へ一括送付する 

 CALIBA、RELACRE に文書類と配信日について確認する  (事務局) 

 

4. ISO 17025 WG         作業: 

  次回会議の日程とアジェンダを用意する (アデコ氏、事務局) 

 JEMCA からの、WG 会議出席者を 決める(松村博士) 

5.  UILI EUROLAB  WG         作業: 

  次回会議の開催情報を取り寄せ、出席者を決める  (フェルナンデス

博士) 

6. ISO REMCO 委員会         作業: 

 4 月末までに ISO 事務局へ提出する年次報告を作成する  (事務局、松

村博士) 

 

1. 今後会議予定     作業: 

 会議開催情報を役員へ配信し、UILI ウェブサイトにも掲載する(事務

局) 
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FINAL B. DEC 2015

Project. 2014 FINAL 2014 Projected 2015

DECEMBER 31th

2015

Income
 Membership Dues

 Associations 15,000.0 13,806.0 16,910.0 16,910.0

 Affiliates 4,000.0 1,080.0 3,000.0 1,440.0

New Memberships 1,200.0 1,515.0

Total Membership Dues 19,000.0 16,086.0 19,910.0 19,865.0

Advertising/sponsoring 900.0 2,000.0 0.0

Workshops/ labmeeting events 426.0 1,000.0 0.0

 Interest Income 900.0 1,136.3 600.0 385.7

 ILP Income 7,000.0 2,984.0 4,000.0 2,654.0

Total Income 26,900.0 21,532.3 27,510.0 22,904.7

Expense
 Bank Service Charges

DK-61 account 400.0 802.3 500.0 499.8

 Exchange Rate Adjustment 100.0 0.0 0.0 0.0

DK-28 account (bonds) 50.4 30.0 40.5

Total Bank Services  500.0 852.7 530.0 540.4

 Accounting Fees 300.0

 International Assns 1,100.0 907.3 1,028.0 950.6

 Governing Board  Expenses

Governing Board Meeting Expenses 1,000.0 0.0 1,000.0 1,083.5

Workshops expenses 0.0

Other 0.0 1,000.0 0.0

Total Governing Board 1,000.0 0.0 2,000.0 1,083.5

 Miscellaneous

 Secretariat

 Administration 16,000.0 16,000.0 16,000.0 16,000.0

Office expenses 500.0 147.8 300.0 202.7

 Secretariat Travel Expenses 2,000.0 1,294.0 2,000.0 0.0

Total Secretariat 18,500.0 17,441.8 18,300.0 16,202.7

 Marketing & PR

 Web Hosting 4,100.0 4,433.0 4,433.0 4,472.6

Design & software eng. 460.0 460.0 0.0

Total Marketing & PR 4,100.0 4,893.0 4,893.0 4,472.6

Total Expense 25,500.0 24,094.8 26,751.0 23,249.7

Total income 26,900.0 21,532.3 27,510.0 22,904.7

NET BALANCE 1,400.0 -2,562.5 759.0 -345.0

NOTES: 

1. MEMBERSHIP UNCOLLECTED:  1335 € 

2. ACTUAL EXPENSES WERE LESS THAN PLANNED IN  3500 €

3. ACTUAL INCOME WERE LESS THAN PLANNED 4600 € MAINLY:

A.- ILP: 1350

B.- ADVERTISSING/ SPONSORING/WORKSHOPS: 3000

C. INTERES INCOME: 
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NET RESULT B.A. 2015 MEETING

EUROS 

 INVOICED
1640.9

708

1124.17

713.06

21

75

4,282.16  

1650

PRESENTS FOR CALIBA´S SECRETARY AND PRESIDENT 46.1

3,900.00$        ARG. PESOS 354.55  

36,464.60$      ARG. PESOS 3,314.96  

5,365.61  

NET RESULT  FROM UILI BOARD MEETING IN BUENOS AIRES (EUROS) 1,083.45 -              

BALANCE REIMBOURSED  TO CALIBA

TOTAL EXPENSES 

MRS. ADEEKO
P.A LAB. DE AGUAS

TOTAL INCOME 

BOARD MEETING EXPENSES
HOTEL ROOMS

WEDNESDAY DINNER  

 INCOME INVOICED TO BOARD MEMBERS IN 2015 BOARD MEETING EVENTS
COMPANY

JEMCA
DR. FERNÁNDEZ

LABWING
RELACRE
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MEMBERSHIP FEES AS OF DEC.2015

25TH AUGUST 2015

MEMBERSHIP INVOICES DATE MEMBERS

REF.
INVOICE Status TOTAL MEMBERSHIP INVOICES DATE MEMBERS

REF.
INVOICE Status TOTAL

ASSOCIATIONS: Flandres Analyses 2015/2/10 2096 15/0013 Reminder sent 180

AELI 2015/3/3 1120 15/0018 Paid 1950 Oikonomidis R.T.I. Ltd. 2015/2/10 1848 15/0014 Reminder sent 180

JEMCA 2015/3/4 556 15/0019 Paid 6136 Institute of Public Analysts of Nigeria (IPAN)2015/8/4 5275 15/0044 Generated 975

CCIL 2015/8/3 394 15/0043 Paid 2925 1335
CALIBA 2015/2/10 5312 15/0010 Paid 1950

VRS 2015/3/4 1157 15/0020 Paid 1755

RELACRE 2015/3/3 1797 15/0017 Payment in process 2193.75

16909.75

UNAFFILIATED:

Eurofins Scientific Group 2015/2/10 447 15/0012 Paid 180

Al Hoty-Stanger Ltd. 2015/3/4 7 15/0021 Paid 180

GEOS N.V. 2015/3/4 361 15/0024 Paid 180

EkoSmyrna Laboratuvari 2015/3/4 5102 15/0025 Paid 180

Nestec Ltd. Research Centre 2015/3/4 5104 15/0027 Paid 180 3

Edtech Associates Sdn. Bhd. 2015/3/4 1733 15/0023 Paid 90

Frals testing and consulting services Ltd 2015/3/4 2322 15/0026 Paid 90

1080

NEW MEMBERS  INVOICES:

MEMBERSHIP INVOICES DATE
MEMBERS

REF.
INVOICE Status TOTAL

Microbitoicos Paraguay SR 2015/2/10 6368 15/0001 Paid 90

Microbioticos Uruguay 2015/2/10 6369 15/0002 Paid 90

Microbioticos Analises Laboratoriais Ltda2015/2/10 6370 15/0003 Paid 180

PA laboratório de águas 2015/2/10 6371 15/0004 Reminder sent 180

540

1620

MEMBERSHIP INVOICES: UNPAID   MEMBERSHIP INVOICES:

TOTAL UNNAFILIATED PAID  INVOICES:
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9th ILP PAYMENTS DEC 2015

25TH AUGUST 2015

Country Name Name 2 CP_Attn CP_E-mail FEE STATUS

Spain Laboratorio Dr. Oliver Rodés S.A. Attn. Miss. V. H. Herranz avh@oliver-rodes.com 200 PAID

Argentina Wasser Servicios Industriales S.A Attn. Ing. Grandi fgrandi@laboratoriowasser.com.ar Compensated with Labmeeting expenses to CALIBA

Argentina SGS Argentina S.A. Laboratorios Inorgánicos Attn. Miss Astore mariana.astore@sgs.com 200 PAID Compensated with Labmeeting expenses to CALIBA

China CSD IDEA (Beijing) Environmental Test & Analysis Co., LtdAttn. Mr. Yamazaki ymz20839@ideacon.co.jp Invoiced by JEMCA

France Air Liquide France Industrie Balazs NanoAnalysis Attn.: M. P. Bouard pascal.bouard@airliquide.com 300 PAID

Germany Kiwa GmbH Attn. Mr. Söllig michael.soellig@kiwa.de 300 PAID

Belgium GEOS Attn. Mr. Soers jsoers@geos.be 200 PAID

Korea Industry-University Cooperation Foundation Center for Instrumental Analysis, Kyungsung Attn. Ms. Ji-young ohjy@ks.ac.kr 300 PAID

Portugal Instituto Politécnico de Beja - Escola Superior Agrária 160 PAID

France Air Liquide France Industrie Balazs NanoAnalysis Attn.: M. P. Bouard pascal.bouard@airliquide.com 300 PAID

Korea Pharm-Steril Institute, IKScience. Co., Ltd. Attn. Mr. Kim jbkim@ikscience.com 300 PAID

394

2654

México Atlatec, SA de CV Attn. Sr. Álvarez hilda.arellano@atlatec.com 300 OVERDUE

9TH ILP

JEMCA BALANCE

TOTAL INCOME FOR UILI
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BANK INTEREST EXPENSES

25TH AUGUST 2015

BANK INTERESTS/EXPENSES

INTEREST INCOME DKK (28) BANK EXPENSES € ACC. (61) BANK EXPENSES DKK ACC. (28)

1 APR. 2878.6 Bank charges 487.82 1 JAN - 31 MARCH 30

TOTAL DKK 2878.6 Donor's bank 12 12 JUN. 112.5 Custody charges

TOTAL € 385.72 TOTAL € 499.82 30 JUN - 1 JUL 45

1 JUL - 30 SEP 45

1 OCT - 31 DEC 70

TOTAL DKK 302.5

TOTAL € 40.53

EXCH, RATE 7.462926475
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STATEMENT OF ACCOUNTS AS OF DECEMBER 31  - 2015 

Item CREDIT € DEBIT € Comment
Operational acct: EUROS

Foreign currency acct #4180668861 €
23,125.91 (172.577 DKK)

Deposit:

Corporate acct  #4183069128 DKK
19,908.86

148.569 DKK                                                                     (no

interest income)

600
Balance Buenos Aires meeting  acomodation Dues from

Board members

394 ILP recovery from JEMCA participants

300 ILP participation fee unpaid ATLATEC

1335 Uncollected Membership fees  from 2015

-4,000 4th quarter secretariat invoice

-1165 Balance from Buenos Aires meeting to be paid to CALIBA

TOTAL 65,818.90 -5165

NET ASSETS  (Dec. 31 2015) 60,653.90

150.407,67 DKK

(Savings account with fixed interest 0,4% to 04.09.2015)

Accounts Receivable  (Dec. 31 2015)

Accounts Payable to Budget 2015 (Dec.

31 2015)

Investment

Danske service acct #4777825860 DKK
20,155.13
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CANCELLATION MRS ADEEKO

EUROS 

 $                   1,904.91

1629

CANCELLATION EXPENSES 21

1,650.00                         

DIFERENCE 254.91                    

COMUNICATE IT TO TREASURER

DISCOUNT IT FROM SECRETARIAT

DIFERENCES FOR CANCELLATION OF MISS ADEEKO
TRANSFER MADE ON AUGUST 21 FOR HOTEL RESERVATION

HOTEL BOARD MEETING EXPENSES
FINAL EXPENSES FOR HOTEL ROOMS

TOTAL EXPENSES 

74



BALANCE ACOMDTN DUES B.A. MTNG

1. WEDNESDAY DINNER FOR BOARD
MEMBERS AND COMPANIONS 367.58

INVOICE FOR SOCIAL EVENTS IN
BUENOS AIRES  OF MR. AND MRS. FDEZ 708

2.- PRESENTS GIVEN TO :

CALIBA´S SECRETARY 33.2

CALIBA´S PRESIDENT 12.9

3.- SECRETARIAT OFFICE EXPENSES
FOR 2015 202.71

INVOICES FOR 2015 MEMBERSHIP
FROM LAB. PA AGUAS OF BRASIL AND

LABMEETING FEE  PAID BY MS.
JOSEAN OCTAVIANI IN BUENOS AIRES

IN CASH TO DR. FDEZ 255

TOTAL 616.39 963

346.61

Diference cancelation Mrs adeeko 254.00
TOTAL 600.61 Balance Acomodation dues from B. Meeting at 31 dec 2015

BALANCE INVOICES/ EXPENSES DR. FDEZ 2015
ITEMS PAID BY DR. FDZ: BILLS TO BE COVERED BY  DR. FDZ:

FINAL BALANCE  TO BE PAID BY  DR. FDZ:

ADDITIONAL  AMMOUNT TO BE PAID
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October 27th - 28th 2016, New Delhi, INDIA

JW Marriott Hotel New Delhi Aerocity

Governing Board and  
    Working Group Meetings

ILAC-IAF Joint Annual Meetings
October 26th - November 5th 2016

PROUD SUPPORTER AND  
ILAC Stakeholder member
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THE
 2016 UILI
  LABMEETING 
     Meet and Greet               
          the stakeholders
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Governing Board and Working group meetings
2016 UILI labmeeting program 2016 UILI LabMeeting
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Time Thursday October 27

09:00 – 10:00 UILI - Eurolab Working Group Meeting

Spouse program

10:00 – 11:00 ILP Working Group Meeting

11:00 – 11:30 Coffee break

11:30 – 12:30 ISO 17025 Working Group Meeting

12:30 – 14:00 Lunch

14:00 – 15:30 Governing Board Meeting

Spouse program15:30 – 16:00 Coffee break

16:00 – 17:30 Governing Board Meeting

20:00 – 23:00 Gala Dinner

Time Wednesday October 26

20:00 – 23:00 Welcome Dinner for board members and spouses 

Time Saturday October 29

08:30 – 17:30 Excursion

Time Sunday October 30 - November 5

Check out / Possibility to attend ILAC-IAF Meetings as an observer

Time Friday October 28

09:00 – 10:30 Governing Board Meeting (Continuation)

Spouse program10:30 – 11:00 Coffee break

11:10 – 12:30 Governing Board Meeting (Continuation)

12:30 – 14:00 Lunch

14:00 – 15:30
Meet and Greet the stakeholders  
UILI LabMeeting 2016 open to ILAC Members and beneficiaries

Spouse program15:30 – 16:00 Coffee break

16:00 – 17:30
Meet and Greet the stakeholders  
UILI LabMeeting 2016 open to ILAC Members and beneficiaries

20:00 – 23:00 Meet and Greet Diner

Dear laboratory friend, 

It gives me great pleasure to invite  you to attend the ‘2016 UILI LABMEETING – Governing Board and Working Group Meetings’ that 
the International Union of Independent Laboratories (UILI) will organize on October 27 and 28, 2016 in New Delhi, India. 

Our Event will be organized during the ILAC-IAF Joint Annual Meetings and has the purpose to include the possiblity to attend certain 
parts of the ILAC program. UILI will accommodate a Meet and Greet as one of ILAC oldest supporters straight from the start.

Our ‘2016 UILI LABMEETING’ should be seen as an initiative to raise awareness for the importance of the laboratory industry societal 
level. From this perspective, it also forecasts composite talks: many social and economic aspects of laboratory testing do pass in review 
by prominent speakers from around the globe. I refer to the website of UILI (www.uili.org). There you can find all information and 
documentation concerning the activities. 

UILI members, ILAC-IAF members and other beneficiaries I would like to welcome to our afternoon event and Meet and Greet party. 
I express the expectation that the ‘2016 UILI LABMEETING’ will give a valuable contribution to the image and authority of the 
laboratory industry and the ILAC-IAF Joint Annual Meetings in India.

Yours sincerely,

UILI - Union Internationale des Laboratoires Indépendants

On behalf of the Governing Board,

Drs L.H.A. Scholtis 
14th UILI President

UILI LABMEETING welcomes

JEMCA

VRS
The Union Internationale des Laboratoires 
Indépendants (UILI) is an international 
organization representing the laboratory 
industry. Established in 1960, UILI 
membership includes over 1000 laboratories 
through Member Associations as well as 
individual ordinary Members.
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REGISTRATION

Friday October 28th, 2016 (from 2:00 PM to 5:30 PM) at 
the JW Marriott Hotel New Delhi Aerocity in New Delhi, 
India (500 metres from the airport).

Interested parties can register until October 1, 2016 as a 
participant through online registration form via the website 
UILI: www.uili.org or by sending an e-mail to the UILI 
secretariat (secretariat@uili.org). 

• € 150,00 (€ 75,00 excluding Gala dinner) 

Given the worldwide nature and perspective of this meeting, 
we consider it to be a good opportunity for international 
suppliers to the laboratory sector to be represented in 
such a relevant event. For this reason if your company is 
interested in being one of our main sponsors, together with 
other influential companies from our sector please contact 
us by sending an e-mail to secretariat@uili.org and we will 
provide you all the information about it.

DATE AND PLACE COSTS

CALL FOR SPONSORS

U I L I  ■  P a r i s  ■  F r a n c e

W W W . U I L I . O R G  ■  I N F O @ U I L I . O R G

D EN   D ANS   K E  B AN  K  ■  B I C :  D A B A D K K K  ■  I B AN  

Established in 1960 as an international association of independent laboratories and scientific consultants

ABOUT UILI

The Union Internationale des Laboratoires Indépendants is the worldwide organisation for independent testing and 
calibration laboratories and for independent consultancy organisations.

Besides receiving regular information on developments of interest to members, their interests are represented at 
international forums such as ILAC, ISO and UNIDO. 

The Union Internationale des Laboratoires Indépendants was registered in France in 1961 as an international association 
of independent laboratories and consultants. UILI operates under the terms of its Constitution adopted, under its current 
form, by the 26th General Assembly held in Buenos Aires on September 17, 2015.

A Governing Board, elected by the Ordinary Members through their Member 
Associations, exercises policy control over all UILI activities. Independent 
Laboratories and consultants may enjoy membership of UILI either through 
membership of a Member Association, itself being recognised by UILI, or by 
individual non-affiliated ordinary membership. 

The Constitution permits ordinary membership within a country that has a 
recognised Member Association. In addition, to accommodate the breadth 
of scientific disciplines that seek membership of UILI, the constitution 
permits more than one Member Association per country.

	 2016 uili     l a b m e e t i n g s po  n s o r s
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The present membership represents 
over one thousand laboratories offering 
a diverse range of laboratory testing 
and consulting services. UILI has 
members throughout Europe,  
North- and South America, Africa and 
the Middle and Far East.
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From: olasubomi adeeko  

Sent: Tuesday, March 29, 2016 2:06 PM 

To: UILI SECRETARIAT  

Cc: PRESIDENT (UILI) ; Dr. Mitsuko Yasoshima 

Subject: UILI ISO 17025 SUMMARY REPORT 

Dear Melissa , please find below  a summary  of the  4th MEETING of 

ISO/CASCO WG44 on Revision of ISO/IEC 17025:2005 Conformity 

assessment – General requirements for the competence of testing and 

calibration laboratories   held on 16-19 February 2016 in Pretoria, 

South Africa 

Host: South African Bureau of Standards (SABS) and organizing: 

National Laboratory Association (NLA)  

1. UILI Representative: Mr. McIntee

2. WG 44 released Committee Draft CD2 due to the number of

comments and questions on CD1

3. Ballot opened on 24 March, 2016 and closes on 24 May, 2016

4. Summary of Report in attachment

5. Suggest that UILI ISO/IEC 17025 WG to hold a Skype meeting on

Tuesday 26 April, 2016 to review comments on the CD2

6. Completed Ballot document to be updated into the ISO database

by 9 May,2016 by Dr.Mitsuko

7. Next Meeting of the Drafting Group (DG)  meeting from 11-14

July 2016, in Geneva, at the ISO Central Secretariat premises

and WG meeting will hold from 20-23 September 2016, in

Geneva, at the ISO Central Secretariat premises.

Please review the documents earlier circulated 

Regards 
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  Attachment:  

Draft report post 4
th

 WG 44  ISO/IEC 17025 revision meeting  
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 1 

Template of liaison organization report 

ISO/REMCO 

2016 Annual Report from Liaison Organization 
 

Report should be submitted to He Ping, at heping@cnas.org.cn and 
remco@iso.org 

                                 Before 30
 

April 2016 
 

Last meeting: Pretoria, South Africa, 9-12 June 2015 
Next meeting: Ekaterinburg, Russia, 14-16 June 2016 

 

Reporting Organization:  
Author(s) of report:  
Date: April 27, 2015 

Documents related to reference materials  published since the last ISO/REMCO meeting: 

 

Meetings: Conferences/symposia/workshops of interest to ISO/REMCO: 

 
 
 
 
 
 
 

Future planning: New documents (planned revisions or new) and/or meetings of interest 

to ISO/REMCO: 

 
 

Other information of interest to ISO/REMCO 

 
 

 

ISO/REMCO Liaison Report 2016                                                                                    Page 1 of 1 
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https://prezi.com/njknoa3c8ih2/prezi-results-201415-term/
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https://prezi.com/njknoa3c8ih2/prezi-results-201415-term/
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